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重点項目について 

 

重点目標１について 

 

コロナ禍が長期化する中、教育現場においても計画の遅延や中断を余儀なくさ

れています。そうした一方で、ファッション及びファッションビジネスを取り巻

く環境が様変わりし、DX（デジタル・トランスフォーメーション）やサステナビ

リティなどへの対応が、驚くほどの速さで進行しています。教育界がこうした動

き対応するためには、現在進行形の実務教育が不可欠です。基本的な実践教育も

大事ですが、それとともに DX や SDGs などへの取り組みも重要です。本校の職

業実践専門課程においては、産業界の有識者が委員に就き、適切なアドバイスを

行なっていますが、デジタル系やサステナブル系などの教育の拡充が必須と思

われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

重点目標 2について 

 

本校のフェイスブックやインスタグラムなど SNS の立ち上げは素晴らしいこと

です。このところ若い人の FB 離れが顕著ですので、SNS の強化は学校の広報だ

けでなく、授業や学生の日常など、受信者との親近感が増幅しています。そうし

た一方、教職員の外部ネットワークやコミュニケーションの構築も積み重ねる

今後の産業政策 
 
サステナビリティの推進 
企業の稼ぐ⼒と ESG（環境・社会・ガバナンス）の両立を図る SX（サステナビリ
ティ・トランスフォーメーション）を進める。 

 産業は複雑な多段階構造のサプライチェーンを有しており、サステナビリティの取り組みは個社
のみならず産業全体として進めていく必要がある。 

 
デジタル化の加速 
今後のスピーディーなビジネス環境変化に対応していくためには、デジタル技術の
活用が重要であり、産業全体としてのデジタル化が目指される。 

 デジタルをはじめとする繊維産業以外の企業とも連携する場を設けることにより、従来の製
品・ サービスを超えた開発がなされることを促進。 

【繊維ビジョンより抜粋】 



必要があります。講演会やシンポジウムなどに参加する機会を増やし、交流会な

どで人脈を広げるのも大事な広報活動です。パブリシティー・ミックスのさらな

る向上を期待しています。  

 

 

基準 1 教育理念・目的・育成人材像 

 

 理念の「3Ｃ（Challenge、Creative、Career design）」に関する浸透度アン

ケート調査で、浸透度が４％という数字は看過できないレベルだと思います。

「本年度もアンケートを取って推移を追いかける」とありますが、すぐに原

因究明を行い、改善策を立てるべきです。この理念は、創立者である杉野芳

子先生のアイデンティティーを反映したものであり、個々の学生がこの理念

をプライドにつなげられるような施策が必要です。 

 

 将来構想の説明に関してコロナ禍のために実施できないとありますが、昨

年も「Web配信等で実施すべきだと思う」と指摘しましたが、改善されてい

ませんでした。コロナの状況を見て、Web配信等で実施できるのではないか

と思います。 

 

 

基準 2 学校運営 

 

 教育理念に基づいた運営が行われています。ただ、運営方針の教職員への周

知に関して「組織内の浸透度は調べていない」とありますが、これも昨年「教

職員にはメールでもいいので調べるべき」と指摘しましたが、実施されてい

ませんでした。メールで調べるくらいであればできると思います。 

 

 

基準 3 教育活動 

 

 2020年度より各課に「挑戦」「創造」「自立」に沿った「理念のマトリッ

クス」にカリキュラムを落とし込んで実施しているとのこと、昨年に引き

続き継続できています。 

 アパレルデザイン科において昨年の「チャレンジ」から今年は「創造」に

変えている点は、工夫を凝らし変化をつけている点でいいと思います。 

 コロナ渦で受け入れ企業が激減している中で、受け入れ企業の幅を広げる

対応を取っている点は、学生のためにさまざまな努力をしていると思いま

す。 



 「卒業生からの意見聴取等は実施していない」とありますが、これは昨年

も一昨年も指摘している項目です。転職が多く、追跡が難しい等のさまざ

まなハードルがあるかとは思いますが、何らかの形で進める工夫が必要だ

と思います。 

 「2020年度よりビジネス系の検定は専門の教員が授業を行って体制を強化

した」とあり、これは素晴らしい取り組みです。 

 教育においてもプレゼンテーション能力が欠かせなくなっています。デザ

イナーにしてもパタンナー、MD、販売など、それぞれの分野で「伝える」

「理解を得る」能力が重要になっており、全科においてプレゼン力をより

高める方策が必須です。また、サステナブルをはじめSDGsなどの理解を深

めることも全科で必要です。 

 教育効果について、卒業生や就職先企業からの意見聴取や評価を行ってい

ないとありますが、いろいろな理由があるとしても、これはぜひとも行っ

てもらいたい。 

 教員が企業経験者でないと、なかなか指導が難しい。 

 

 

基準 4 学修成果 

 

 卒業生の社会的評価については、指摘の通り転職が多いために、就職先の調

査は難しい点は理解できますが、卒業生個人の評価だけではなく、本学院の

卒業者の社会的評価が可能な方法はあるはずで、そのあたりの検討が必要で

す。 

 学生がやりたい仕事、なりたい職種に就けていれば、社会的評価・就職率は

おのずと上がるのではないでしょうか。 

 コロナ渦でも、今年度は「後期より対面での説明会を実施」とあり、昨年

度より多少改善したようである。コロナ渦で様々な工夫を凝らしながら

も、学生の就職率100%に向けての努力が垣間見られます。 

 学修成果の課題、解決の方法については、毎年ここに書かれている文言が

変わっていません。毎年「教員が実施する形で検討する」と記載はありま

すが、本当に検討しているかどうか少々疑問です。これらは重要な問題な

ので工夫しながら推進すべきであると思います。 

 

 

基準 5 学生支援 

 

 保護者との連携は大切。とくに地方出身者の保護者とは緊密に連絡をとって

ほしい。 



 コロナ渦で大変ななか、さまざまな工夫を凝らし、学生のために就活の支援

を考えており非常にいい。 

 「今年度より女性のカウンセラーを１名配置した」点、及び「環境の明るい

教室に移動した」点、女性の多い御校では、非常にいい配慮です。 

 コロナ渦で経済的に困窮している学生たちも少なくありません。そうしたな

か、「新入生 10 名、在学生 15 名が減免対象になった」とのことは大変よか

った。 

 卒業生への支援体制の整備は新入生募集にもかかわってくるので、今後もし

っかりと取り組む必要があります。 

 1学年に中途退学者が多い原因のなかには、ファッションビジネスに夢が持

てなくなった、という思いも考えられ、ファッションに携わる仕事の楽しさ、

素晴らしさなど、授業を含めて学生生活で体感できるアイデアがあるはずで、

これらは入学時のオリエンテーションなどでも体感できるかもしれません。 

 

 

基準 6 教育環境 

 

 全般的にコロナ対策にしっかりと取り組んでいる様子がよく理解できる。し

ばらくは終息が見えないので、対策は継続して行って頂きたい。 

 コロナ渦で、インターシップの受け入れが減少したり、企業研修が中止にな

ったりする中で、工夫しながら対応しています。 

 インターンシップは古くて新しい課題で、その一つに期間の問題があります。

企業側は 3か月くらいの期間を求め、一方の学校側は通常授業との関係から

中長期のインターンシップが難しい。かつて本学院ではワールドとの連携カ

リキュラムを行ない、そこで 2年間に及ぶインターンシップを交えた教育を

行っていた。そのあたりを含めての検討をのぞみます。 

 

 

基準 7 学生の募集と受け入れ 

 

SNSによるパブリシティが、どのような効果もたらしているのか、そのあた

りの調査結果が待たれますが、これらのアプローチは確実に効果を上げてい

るはずです。コンテンツもブラッシュアップされており、さらなる充実に期

待します。 

  

 昨年に比べると、高校訪問状況は工夫も凝らしながら少し改善しているよう

でよかった。 

 「各学科のネット配信担当教員を理事長が任命した結果、教員全員が授業に



おいても発信を意識するようになった」とありますが、これは素晴らしい取

り組みです。さまざまな SNS を駆使して工夫して発信することは重要なの

で、継続が必要です。 

 「学納金の水準を把握しているか」との問いに対し、その答えがない。これ

は「水準と比べて適正なのか検証しなさい」と言っているのであって、「水

準」をまずは把握し、「水準」と比較してどうなのか、ということを記載す

べきです。 

 

 

基準 8 財務 

 

 財務基盤・予算・収支計画等は、入学者数をいかに伸ばすかの問題です。監

査・財務情報の公開は適切にされていると思われます。 

 

 

基準 9 法令の遵守 

 

 最近は個人情報に関して敏感になっていますが、法令は遵守されているよう

です。 

 しっかりと取組ができていることを理解しました。 

 

 

基準 10 社会貢献・地域貢献 

 

 しっかりと取組ができていることを理解しました。 

 コロナの影響でなかなか難しい問題ですが、それなりに行われています。 

 社会貢献活動に関しては、コロナ禍によって実施が困難になったプログラ

ムが少なくありませんが、気になるのは新しいメニューが少ないのではな

いか、という点。新しいアイデアを全学で募集する試みがあっても良いと

思います。 

 


